
▼
新
年
度
か
ら
窓
口
が
終
日

２
名
体
制
と
な
り
ま
す
。 

▼
ア
ジ
ア
を
知
ろ
う
は
「 

タ

イ
」を
準
備
中
。 

  東コミ局 
  
センターから  
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つ
ど
い
へ
ど
う
ぞ 

 

一
月
26
日
（木
）秘
書
広
報
課
中
川
健
一
氏 

お
役
立
ち
ネ
タ
満
載 

市
報
を
読
ん
で
み
よ
う 

   

市
報
に
は
毎
月
２
回
＋
特
集
号
の
タ
ブ
ロ
イ
ド

版
「 

市
報
」の
ほ
か
「 

季
刊 

む
さ
し
の
」「 

市
勢

要
覧
」が
あ
り
、
視
覚
障
害
の
方
向
け
の
音
声
に

よ
る
広
報
や
、
む
さ
し
の–

Ｆ
Ｍ(78.2M

H
z)

、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ(11ch)

な
ど
の
放
送
も
あ
る
。 

「 

市
報
」は
発
行
費(3,260

万)

に
全
戸
配
布
費

(2,852

万)

。
そ
れ
ら
の
仕
事
を
７
人
の
職
員
で
こ

な
し
て
い
る
。
編
集
面
で
は
、
伝
え
た
い
情
報
を

厳
選
し
、
伝
わ
り
方
も
配
慮
し
て
順
番
は
余
り

変
え
な
い
。
市
長
・広
報
委
員
会
な
ど
の
決
定

後
、
短
期
間
で
12
頁
に
納
め
る
工
夫
を
凝
ら

す
そ
う
で
す
。
読
め
ば
新
発
見
、
お
役
立
ち
情

報
満
載
で
し
た
。
昭
和

23
年
の
「 

市
報
」創
刊

号
が
面
白
い
。
コ
ピ
ー
あ
り
ま
す
。 

  

二
月
つ
ど
い 
23
日
（木
）夜 

 
 

 
 

「 

こ
れ
な
ら
で
き
る
、
我
が
家
の 

防
犯
と

安
全
対
策
」東
町
駐
在
巡
査
部
長
矢
沢
夫
妻 
  

29
年
に
な
っ
て
二
カ
月
、オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
被
害

が
２
件
で
被
害
額7700

万
。
聴
き
手
一
同
仰
天

で
し
た
が
、持
っ
て
る
方
は
持
っ
て
い
て
狙
わ
れ
る
。

「 

タ
ン
ス
預
金
は
絶
対
避
け
、
利
息
な
し
で
も
金

庫
代
わ
り
と
思
っ
て
、銀
行
に
預
け
て
く
だ
さ
い
。

慌
て
る
か
ら
被
害
に
あ
う
。時
間
の
ゆ
と
り
が
あ

れ
ば
何
か
お
か
し
い
と
気
付
け
る
ん
で
す
」
。
空

き
巣
被
害
は
無
施
錠
が
多
い
。
何
よ
り
備
え
が

大
切
で
す
。   

  

三
月
つ
ど
い 

26
日
（日
）午
後
２
時
～ 

  

「 

村
絵
図
か
ら
見
る
吉
祥
寺
の
風
景
」 

  

地
理
空
間
情
報
研
究
者 

夏
目
宗
幸
氏 

  

夏
目
さ
ん
は
明
治
時
代
以
前
の
簡
易
測
量
に

よ
る
村
絵
図
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
地
図
の
で
き
た

こ
ろ
の
村
の
様
子
を
立

ち
上
が
ら
せ
ま
す
。
吉

祥
寺
村
は
、
明
暦
の
大
火
で
移
住
さ
せ
ら
れ
た

人
た
ち
の
、
均
田
主
義
に
よ
る
開
拓
の
結
果
で

ほ
ぼ
平
等
で
吉
祥
寺
村
の
地
割
は
徹
底
し
て
い

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
村
絵
図
を
、
現
在
の
地

図
に
重
ね
る
と
、
道
路
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。
屋
敷
は
五
日
市
街
道
沿
い
中
心
。

デ
ー
タ
を
入
れ
て
3D
モ
デ
ル
化
し
、
ス
ト
リ
ー

ト
ビ
ュ
ウ
や
鳥
瞰
で
き
る
映
像
の
面
白
い
こ
と
。

参
加
者
は
質
問
や
補
強
の
情
報
を
連
発
。
ホ
ー

ル
一
杯
の
参
加
者
大
満
足
の
企
画
で
し
た
。 

 

私
た
ち
の
街
企
画 

三
月

26

日
午
前 

「
吉
祥
寺
住
宅
地
景
観
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」 

    
 

今
回
は
、
市
が
四
月
に

「 

改
正
街
づ
く
り
条
例
」

と
「 

武
蔵
野
市
景
観
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」を
施
行
す

る
の
で
、
東
町
を
景
観
の

視
点
か
ら
ウ
オ
ッ
チ
。NP

O

ま
ち
づ
く
り
会
議

武
蔵
野
の
南
賢
二
氏
に
街
並
み
の
見
方
を
伝
授

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ほ
ぼ
１
時
間
二
丁
目
西
→

み
ま
つ
通
り
→
本
田
北
公
園
→
宮
本
小
路
と

歩
き
、
セ
ン
タ
ー
で
ス
ク
リ
ー
ン
の
写
真
を
見
な

が
ら
き
き
ま
し
た
。 

 

近
年
東
町
は
、
建
て
替
え
が
盛
ん
で
す
が
、
十

数
年
前
か
ら
、
防
犯
は
家
屋
自
体
で
行
い
、
塀

を
や
め
、
車
庫
を
や
め
、
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
し
た
部

分
に
車
を
置
く
家
が
増
え
、
そ
の
結
果
、
道
を

挟
ん
だ
両
側
の
空
間
が
広
々
感
じ
ら
れ
ま
す
。

原
色
の
集
合
住
宅
も
あ
る
も
の
の
、
東
町
の
住

宅
街
の
景
観
は
、
総
じ
て
と
て
も
良
い
と
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
緑
が
あ
る
と
一
段
と
良
い
で
す
。 

 

能
楽
鑑
賞
講
座 
三
月
５
日

14
時
～ 

 

「 

賀
茂
」 

観
世
流
能
楽
師
青
木
健
一
氏 

 
 

  

勉
強
好
き
が
多
く
、
能
楽
講
座
好
評
で
す
。 

吉
祥
寺
東
落
語
会 

春
風
亭
朝
也 

一
月

24
日
（火
）午
後
２
時
～
は
藪
入
り
と
猿

後
家
の
２
席
。
朝
也
さ
ん
め
で
た
く
真
打
に
。
四

月
か
ら
春
風
亭
三
朝
を
名
乗
り
ま
す
。 

  

以
前
九
浦
落
語
会
で
活
躍
し
た
橘
也
さ
ん
も

真
打
昇
進
さ
れ
、
三
遊
亭
朝
橘
に
。 

     

▼
今
年
も
コ
ミ
セ
ン
運
営
の
自
己
点
検
。
５
日
の

臨
時
運
営
委
員
会
兼
新
年
会
で
喧
々
諤
々
の

検
討
を
行
い
ま
し
た
。 

▼
二
月
２
日
コ
ミ
研
連
。
ト
イ
レ
は
数
年
前
節
水

型
に
替
え
た
た
め
、
傾
斜
が
弱
い
九
浦
の
下
水

管
が
多
数
使
用
で
紙
詰
り
を
起
こ
し
ま
し
た
。  

▼
三
月

22
日
の
月
に
一
度
の
休
館
日
、
総
出
で

事
務
室
戸
棚 

の
文
書
フ
ァ
イ
ル
の
整
理
ほ
か
倉

庫
ま
で
大
整
理
を
行
い
ま
し
た
。
備
品
台
帳
も

照
合
の
上
整
理
。
出
て
く
る
わ
出
て
く
る
は
、
活

動
の
名
残
で
も
あ
る
工
作
材
料
、
地
図
類
。
32

年
前
の
掃
除
機
や
レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
ま
で
。 

▼
百
人
一
首
競
技
か
る
た
教
室
（八
木
武
講

師
）四
月
８
日
か
ら
新
規
開
始 

▼
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
日
、
第
一
土
曜
午
前
に
定
着 

▼
緑
町
の
旧
家
田
中
さ
ん
か
ら
、
臼
と
杵
３
本

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前
の
が
さ
さ
く
れ
て
来
た

と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
有
難
い
で
す
。 

▼
四
月
１
日
午
後
２
時
か
ら
、
今
年
も
宮
本
小

路
公
園
の
枝
垂
れ
桜
の
下
で
お
花
見
。
勿
論
防

災
用
リ
ヤ
カ
ー
も
、
デ
モ
出
動
。 

◎
運
営
委
員
を
や
り
ま
せ
ん
か
。
（１
面
）総
会

前
日
ま
で
に
窓
口
ま
で
。 

▼
開
館
以
来
の
ホ
ー
ル
の

エ
ア
コ
ン
新
品
に
。
２
台
で

３
台
分
の
効
率
で
す
。 

今年もお餅つき 

 

み
ん
な
待
っ
て
る
餅
つ
き
だ

か
ら
万
全
の
注
意
を
払
っ
て

や
り
ま
し
ょ
う
ー
一
月
の
運

営
委
員
会
で
最
終
決
定
。 

ノ
ロ
対
策
と
し
て
、
マ
ス
ク
・手

袋
・念
入
り
手
洗
い
、
容
器

は
使
い
捨
て
。
小
学
生
の
手

伝
い
は
な
し
。
辛
味
大
根
も

な
し
。 

 

そ
れ
で
も
次
々
来
る
住
民

の
熱
気
。
無
事
に
終
わ
り
ま

し
た
。
市
長
、
三
中
、
四
小
、

本
宿
小
校
長
は
じ
め
、
本
宿

小
の
先
生
方
も
来
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。 

 

百
人
一
首
乱
取
り
も
楽
し

か
っ
た
で
す
よ
。
幼
稚
園
年

長
さ
ん
で
半
分
近
く
覚
え
て

る
と
い
う
子
も
い
ま
し
た
。 

左から時計回りに、①九浦自前のボイラー式蒸し
器 ②邑上市長 ③本宿小、三中校長 ④餅つき
開始 ⑤百人一首乱取り。 
関係者一同、ノロ対策万全の構えです。 



街づくりができるのは、そこで生活  する私たちです。 

遊
び
大
会
」
。
今
年
は
昨
年
よ
り
少
な
め
。
実
は
昔
遊

び
に
自
信
が
な
い
大
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
終
了
後
、
大
人

が
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
自
慢
話
し
き
り
。 

◎
三
月

17
日
第
三
中
学
の
３
ク
ラ
ス
男
子

61
女
子

39
名
が
伝
統
の
合
唱
で
卒
業
式
。
三
中
生
の
お
辞
儀

は
深
い
。
入
学
式
で
先
輩
の
お
辞
儀
す
る
姿
に
驚
き
、

真
似
る
う
ち
よ
り
深
く
な
り
、
集
大
成
は
卒
業
式
。

卒
業
証
書
を
受
け
取
り
、
壇
上
か
ら
下
り
て
き
て
、
来

賓
席
の
前
で
ピ
タ
リ
と
決
め
る
姿
は
ま
こ
と
に
凛
々
し
い
。  

◎
三
月

23
日
小
学
校
卒
業
式
。
第
四
小
学
校
男
女

と
も
35
名
ず
つ
70
名
が
爽
や
か
に
卒
業
。
初
め
て
着

物
姿
の
卒
業
生
男
女1

名
ず
つ
。 

本
宿
小
は
男
子

29
女
子

23
が
卒
業
。
袴
姿
の
担
任

涙
し
き
り
。
発
表
会
「魔
女
リ
ン
」で
抜
群
の
自
主
性

と
団
結
力
で
観
客
を
圧
倒
し
た
学
年
ら
し
く
「
旅
立

ち
の
言
葉
」も
劇
の
テ
ー
マ
か
ら
。
五
年
生
と
素
晴
ら

し
い
合
唱
を
晴
れ
晴
れ
と
交
わ
し
、
「
魔
女
リ
ン
」の

テ
ー
マ
合
奏
に
送
ら
れ
退
場
。
と
て
も
ス
マ
ー
ト
。
ブ
レ

ザ
ー
姿
が
定
着
。
中
学
の
制
服
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
校

長
の
式
辞
、
学
校
HP
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

◎
一
月

12
日
、
夕
５
時
過
ぎ
上
空
を
ヘ
リ
が
旋
回
。

北
町
青
葉
小
路
の
住
宅
火
災
で
し
た
。
男
性
一
人
死
亡
。 

◎
二
月

22
日
８
時
過
ぎ
、
宮
本
小
路
立
体
駐
車
場

付
近
で
の
警
官
複
数
に
よ
る
捕
り
物
は
、
薬
物
使
用
で

本
町
か
ら
逃
げ
た
の
を
捕
獲
し
た
も
の
。 

◎
二
月

16
日
午
前

10
時
ご
ろ
、
三
―

12
本
宿
小

通
り
交
差
点
北
東
角
に
車
が
突
っ
込
ん
だ
事
故
。
南
に

行
く
教
習
車
が
、
東
へ
走
る
車
と
接
触
し
て
ハ
ン
ド
ル

を
切
り
す
ぎ
た
も
の
。
こ
の
交
差
点
、
南
西
側
は
過
去

数
度
被
害
に
あ
っ
た
が
、
北
側
は
初
め
て
。
教
習
生
無

事
。
教
員
が
軽
い
け
が
。
塀
他
三
月
末
修
復
ず
み
。 

◆
東
町
の
事
故
事
件
（一
月
末
～
三
月
末
） 

人
身
一
丁
目
１ 

二
丁
目
３ 

三
丁
目
１ 

四
丁
目
１
計

６
（
女
子
大
通
り
、
五
日
市
） 

物
損
一
丁
目

10 

二

丁
目
４ 

三
丁
目
９ 

四
丁
目
３
計

28
（五
日
市
街
道

が
６
、
吉
祥
寺
・
女
子
大
・美
大
通
り
各
１
他
は
駐
車

場
な
ど
敷
地
内
。
空
き
巣
二
月
に
二
丁
目
１
の
み
。 

小
・
中
一
貫
校
っ
て
な
に
？ 

 

「ま
ず
見
て
み
る
」か
ら
始
め
た
ら
… 

  

一
月

30
日
、
青
少
協
本
宿
地
区
が

28
年

度
の
バ
ス
研
修
で
、
品
川
区
の
校
舎
一
体
型
の

義
務
教
育
学
校
日
野
学
園
と
、
世
田
谷
区
の

元
か
ら
並
ん
で
い
た
学
校
を
つ
な
げ
た
連
携

型
の
芦
花
小
学
校
・芦
花
中
学
校
を
見
学
し

ま
し
た
。
参
加
者

25
名
。
事
前
に
聞
き
た
い

こ
と
リ
ス
ト
を
提
出
し
て
お
い
た
た
め
し
っ
か
り

答
え
て
い
た
だ
け
、
い
ろ
ん
な
立
場
か
ら
質
問
し

た
結
果
、
全
参
加
者
が
各
々
の
立
場
で
見
て
の

感
想
を
寄
せ
て
い
ま
す
。 

 

二
校
は
学
校
を
取
巻
く
環
境
が
違
い
ま
す
。 

 

品
川
は
マ
ン
シ
ョ
ン
地
帯
の
私
立
志
向
の
中
で

学
校
生
活
の
充
実
と
ひ
け
を
取
ら
な
い
学
力

を
目
指
し
、
１
年
か
ら
９
年
の
一
貫
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
前
倒
し
教
育
も
可
能
で
、
５
年
か
ら
は

教
科
担
任
に
。
職
員
室
が
小
・中
一
緒
な
の

で
、
個
々
の
子
ど
も
を
教
師
が
続
け
て
見
ら

れ
る
の
が
利
点
と
い
い
ま
す
。
第
８
年
生
は
嵐

山
の
ヌ
エ
ッ
ク
で
３
泊
４
日
の
勉
強
合
宿
が
あ

り
、
互
い
に
教
え
あ
い
な
が
ら
徹
底
的
な
自
習

力
を
つ
け
る
。
中
学
受
験
に
も
対
応
で
き
て
お

り
、
９
年
生
は
卒
論
を
書
い
て
卒
業
。 

 

世
田
谷
の
連
携
型
は
も
と
も
と
並
ん
で
い
た

小
学
校
・中
学
校
が
中
央
の
広
い
通
路
で
左

右
に
分
か
れ
て
つ
な
が
り
、
学
校
と
し
て
は
独

立
し
つ
つ
多
く
の
行
事
で
小
・中
交
流
し
て
い

ま
す
。
隣
接
の
保
育
園
と
も
交
流
。 

 

ど
ち
ら
の
学
校
も
、
９
年
間
通
し
た
教
育
を

行
え
る
点
を
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
い
ま
し
た
。
参

加
者
感
想
に
、
地
域
の
理
念
に
根
差
し
て
い
る

こ
と
、
二
校
と
も
説
明
す
る
校
長
、
副
校
長

が
自
信
も
っ
て
い
る
こ
と
、
子
ど
も
た
ち
を
ど

う
育
て
て
い
く
か
に
関
し
て
、
行
政
の
本
気
度

が
伝
わ
っ
て
き
た
と
あ
り
ま
し
た
。 

 

私
立
志
向
が
増
え
て
い
く
中
で
、
公
立
校
は

学
力
面
も
生
活
面
も
質
を
高
め
育
ち
を
保
証

し
て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
。
小
・中
一
貫
と
は

「 

先
取
り
教
育
」と
思
っ
て
い
た
が
、
必
ず
し
も

そ
う
で
は
な
い
の
が
分
か
っ
た
と
い
う
感
想
も

共
通
の
も
の
で
し
た
。     
   

   
  

 
 地

域
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
災
害
時
避
難
所

設
営
・
運
営
に
つ
い
て
」  

 

一
月

29
日

14
時
か
ら
東
部
防
災
会
主
催 

協
力
本
宿
コ
ミ
セ
ン
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
。 

 

コ
ミ
セ
ン
は
、
災
害
時
「 
支
え
合
い
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」と
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

役
目
を
担
い
う
る
の
か
、
東
コ
ミ
セ
ン
か
ら
は

構
想
と
対
策
を
考
え
つ
つ
参
加
し
ま

し
た
。 

 

「 

支
え
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」は
、
具
体

的
な
話 

が
一
向
に
進
ま
な
い
。
備
蓄

が
な
く
、
避
難
所
か
ら
運
ぶ
と
い
っ
て

も
、
誰
が
運
ぶ
の
か
。
市
防
災
課
職
員

か
ら
も
積
極
的
な
働
き
か
け
が
な

く
、
課
題
満
載
と
い
う
こ
と
が
改
め
て

分
か
り
ま
し
た
。 

  

要
援
護
者
の
安
否
確
認
作
業
が
、
多

分
一
番
早
く
避
難
所
開
設
前
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
安
否
確
認
報
告
者
で
な
い

住
民
の
方
が
避
難
し
て
き
た
と
き
の
受
付
や

誘
導
を
ど
う
さ
ば
く
か
、
ま
だ
決
ま
ら
ず
検

討
が
要
り
ま
す
。 

 

避
難
所
開
設
、
要
援
護
者
安
否
確
認
、
支
え

あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
、
必
要
な
こ
と
が
複
数
あ

り
ま
す
が
、
各
部
門
、
作
業
に
誰
が
貼
り
付

け
る
の
か
、
必
要
な
人
数
が
確
保
で
き
る
の

か
。
地
域
の
人
材
は
通
常
は
一
人
何
役
も
兼

ね
て
お
り
、
い
ざ
と
い
う
時
は
一
役
し
か
担
え

な
い
。
コ
ミ
セ
ン
の
運
営
委
員
に
関
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
集
計
し
た
中
央
コ
ミ
セ
ン
に
も
聞
い
て

み
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

「 

体
育
館
が
小
さ
い
本
宿
小
は
避
難
所
と
し

て
本
当
に
使
え
る
の
か
」と
学
校
長
が
疑
問
を

投
げ
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
校
舎
内
に
は
避
難

所
と
し
て
使
え
る
場
所
と
、
学
校
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
た
め
に
「 

立
入
禁
止
区
域
」を
、

日
ご
ろ
か
ら
明
示
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か

と
も
。
右
上
の
写
真
は
、
芦
花
小
学
校
の
例
で

す
が
、
表
示
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
を
避
難
所

と
す
る
障
害
は
、
体
育
館
が
地
下
の
三
中
も

同
じ
で
す
。 

 

考
え
る
の
は
、
い
ざ
と
い
う
時
動
か
ね
ば
な
ら

な
い
「 

地
域
」し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
防
災
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
続
き
ま
す
。 

上 

芦
花
中
立
ち
入
り
禁
止
表
示 

 

下
「 

会
え
た
わ
～
」太
陽
光
電
池
で
夜
も
目
立
つ
。
合
流
所 

宮
本
小
路
公
園
の
水
仙
の
列
。
三
月
末
、
宮
本
小
路
側

に2
50

株
の
花
苗
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
植
え
ま
し
た
。 

駐在さんの情報では、今年に入ってから
事故も少なく、ひったくりもない。侵入盗
も激減。多いのは振込系。オレオレ５件
ほか２件で１～３月市内8,200万円超の
被害。自転車のマナーは注意しきれな
いが問題がある。火事ゼロです。 



◎
耐
震
工
事
終
え
、
マ
ル
エ
ツ
プ
チ
四

月
上
旬
再
開
。 

◎
五
日
市
街
道
ガ
ラ
ス
張
り
ビ
ル
の

H
A
R
D

・OFF 

三
月

10
日
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
販
売
開

始
。
オ
ー
デ
ィ
オ
、
楽
器
、
ゲ
ー
ム
、
生
活
家
電
ま
で
。 

◎
三
中
前
で
86
年
続
い
た
小
峰
塗
装
、
三
月
末
で
終

業
。
外
壁
の
蜘
蛛
の
絵
は
イ
ワ
ガ
ネ
グ
モ
（オ
ス
）に
。 

◎
一
月
中
、
本
宿
小
通
り
は
ム
ー
バ
ス
経
路
を
変
え
、

ガ
ス
本
管
の
入
れ
替
え
工
事
。
地
震
に
強
い
黄
色
い
ポ

リ
エ
ス
テ
ル
素
材
の
管
。
そ
の
後
も
入
れ
替
え
続
く
。 

◎
サ
ン
ド
ラ
ッ
グ
あ
と
は
、
四
月
半
ば
に
ト
ラ
イ
ア
ン
フ

東
京
セ
ン
ト
ラ
ル
の
オ
ー
ト
バ
イ
店
舗
に
。 

◎
三
月
早
々
、
本
田
北
公
園
南
の
宅
地
化
工
事
開

始
。
宮
本
小
路
琴
三
味
線
稽
古
所
も
更
地
に
な
る
。 

◎
武
蔵
野
美
大
九
月
新
生
徒
募
集
行
わ
ず
と
掲
示.

。

30
年
三
月
で
閉
校
？ 

◎
西
十
一
小
路
の
石
の
道
標
、
車
が
ぶ
つ
か
っ
た
か
崩

れ
ま
し
た
。
市
が
早
々
と
片
付
け
、
駆
け
付
け
た
時

に
、
路
面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
埋
め
戻
し
済
み
。
（
左
写

真
右
上
） 

十
一
小
路
、
東
十
一
小
路
の
道
標
は
健

在
。
三
中
通
り
の
標
識
も
曲
が
る
。 

◎
東
京
女
子
大
外
構
、
低
い
石
垣
と
フ
ェ
ン
ス
に
。 

◎
一
月
第
２
週
、
四
軒
寺
す
い
す
い
プ
ラ
ン
用
地
、
電

線
類
共
同
溝
埋
設
工
事
が
始
ま
り
、
完
了
。 

◎
一
月

21
日
、
三
中
の
授
業
公
開
。
本
宿
小

28
・

29
日
「は
と
の
子
作
品
展
」
、
同
じ
テ
ー
マ
で
も
そ
の

時
々
の
生
徒
で
雰
囲
気
が
違
っ
て
面
白
い
。
今
年
は
六
年
の

写
生
「
ラ
ン
ド
セ
ル
へ
の
手
紙
」
が
圧
巻
。
28
日
学
校
公

開
。
第
四
小
も
27
・
28
日
学
校
公
開
で
し
た
。 

◎
二
月

19
日
あ
そ
べ
え
運
営
委
員
会
主
催
「む
か
し 

                                 

      

街づくりができるのは、そこで生活  する私たちです。 
本
線
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
発
信
式 

 

二
月

19
日
に
世
田
谷
で
発
信
式
が
あ
り
ま

し
た
。
た
だ
し
、
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
は
本
格
開
鑿

に
か
か
る
と
止
め
ら
れ
な
い
の
で
、
調
整
と
試

し
運
転
を
行
っ
た
上
で
本
格
発
進
し
、
井
之
頭

通
り
の
下
で
、
南
か
ら
の
２
本
北
か
ら
の
２
本

が
合
流
予
定
。
二
年
以
上
は
か
か
る
で
し
ょ
う
。

本
線
工
事
は
４
社
（グ
ル
ー
プ
）が
請
け
負
い
各

独
自
の
直
径

16
ｍ
マ
シ
ン
で
掘
り
進
み
ま
す
。 

外
環
ト
ン
ネ
ル
工
事
説
明
会 

 

発
信
式
に
先
立
ち
各
地
で
工
事
説
明
会
が

あ
り
、
武
蔵
野
市
は
二
月
５
日
午
後
と
６
日

夜
の
２
回
、
本
宿
小
体
育
館
で
国
交
省
、
ネ
ク

ス
コ
な
ど
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
右
の
写
真
の

よ
う
に
、
双
方
の
も
の
す
ご
い
距
離
。
地
下

50

ｍ
の
未
経
験
事
業
。
博
多
の
沈
没
事
故
の
後
だ

け
に
、
大
深
度
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
地
下
水
、
地

盤
へ
の
影
響
、
地
盤
強
化
剤
の
影
響
に
質
問
が

集
中
す
る
も
説
明
未
了
。
大
深
度
の
環
境
ア

セ
ス
は
新
た
に
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
発
言

さ
せ
て
も
ら
え
ず
、
多
数
が
不
満
を
残
し
て
時

間
切
れ
で
退
出
を
促
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

外
環
本
線
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス 

 

三
月

13
日

16
～

20
時
本
宿
小
集
会
室

で
、
毎
度
新
聞
織
り
込
み
で
突
然
通
知
さ
れ

る
「 

東
京
外
か
く
環
状
道
路
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ

ス
」。
武
蔵
野
市
部
分
は
、
地
下

40
ｍ
で
開
口

部
な
し
。
家
屋
調
査
を
経
て
問
題
を
意
識
さ

れ
た
か
、
い
つ
も
な
じ
み
の
顔
以
外
に
オ
ー
プ
ン

ハ
ウ
ス
に
来
る
方
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

初
め
て
青
梅
街
道
以
北
の
立
体
模
型
が
展
示

さ
れ
、
青
梅
イ
ン
タ
ー
を
出
た
車
の
流
れ
が
一

目
で
わ
か
る
。
間
違
い
な
く
宮
本
小
路
へ。 

 

３
コ
ミ
セ
ン
ネ
ッ
ト
外
環
問
題
協
議
会
は
、
今

回
も

18
時
以
降
会
場
隅
で
、
国
道
事
務
所
の

大
胡
課
長
に
質
疑
。
東
町
に
は
重
大
な
青
梅

イ
ン
タ
ー
開
設
後
の
車
の
流
れ
と
量
、
ト
ン
ネ

ル
の
災
害
発
生
時
避
難
路
に
つ
い
て
集
中
。
計

画
は350
m
ご
と
に
二
本
の
ト
ン
ネ
ル
間
を
横

連
絡
ト
ン
ネ
ル
で
つ
な
ぐ
方
式
で
す
が
、
本
線

以
上
に
薬
液
で
地
盤
強
化
し
、
ト
ン
ネ
ル
本
体

に
穴
を
あ
け
る
工
法
は
、
強
度
上
も
環
境
上

も
、
経
費
的
に
も
問
題
あ
り
と
す
る
住
民
の

質
問
に
、
納
得
で
き
る
答
な
し
。 
 

「 

外
環
ノ
２
」話
し
合
い
の
会
中
間
ま
と

め
膨
大
な
資
料
と
格
闘
中 

 
 

 

編
集
作
業
は
、
保
存
版
作
成
を
こ
の
三

月
完
成
目
標
に
月
一
ペ
ー
ス
で
進
め
て
い

ま
し
た
が
、
都
側
が
豊
洲
問
題
の
三
月
都

議
会
、
百
条
委
等
多
忙
で
、
五
月
末
ま
で

延
期
。
保
存
版
を
元
に
概
要
版
を
作
成

後
、
広
く
周
知
す
る
た
め
に
住
民
に
開
か

れ
た
説
明
と
意
見
交
換
会
を
予
定
。 

中
間
の
ま
と
め
完
成
後
、
「話
し
合
い
の

会
」
再
開
が
約
束
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

外
環
問
題
協
議
会
勉
強
会 

 

 

三
月
６
日

19
時
～
南
コ
ミ
セ
ン
で
、
古
谷
圭

一
東
京
理
科
大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
「 

外
環

環
境
影
響
評
価
の
問
題
点
」の
勉
強
。
「 

地
下

水
浸
透
三
次
元
解
析
」の
結
論
は
「 

モ
デ
ル
は

入
力
す
る
観
測
デ
ー
タ
が
少
な
す
ぎ
、
距
離
分

解
能
が
不
足
、
判
定
は
「 

ほ
と
ん
ど
影
響
な

い
」と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
「 

判
断
で
き
な
い
の

で
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
」が
正
し
い
と
。 

 

東
町
の
保
育
園 

そ
の
後 

新
に

東
町
保
育
園
設
置
要
望
陳
情 

 
 「 

東
町
の
市
有
地
・民
有
地
等
に
保
育
園
設
置

を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情
」が
二
月

16
日

受
理
さ
れ
、
文
教
委
員
会
付
託
と
な
り
ま
し

た
。
孫
育
て
を
し
て
い
る
祖
父
母
と
し
て
、
東

町
に
も
保
育
園
設
置
を
至
急
検
討
し
て
ほ
し

い
と
い
う
も
の
。 

「 

旧
平
井
医
院
跡
地
」は
も
と
よ
り
、
「 

東
町

１
丁
目
そ
よ
風
緑
地
」（東
町1-23

）、
「 

本
宿

東
公
園
」（東
町4-8-13

）等
を
活
用
し
、
東

町
エ
リ
ア
の
待
機
児
童
対
策
と
し
て
保
育
園
設

置
を
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。
（ 

署
名
、
追
加

を
含
め238

名
）。 

 

「 

東
町
に
保
育
園
を
」の
陳
情
、
文
教

委
員
会
は
、
２
本
と
も
不
採
択
に 

「 

東
町
に
安
心
で
き
る
保
育
園
を
」と
出
さ
れ
て

い
た
九
月
提
出
と
、
二
月
提
出
（右
参
照
）の
２
本

の
陳
情
は
、
三
月
７
日
の
文
教
委
員
会
で
、
前
者

は
平
井
医
院
跡
地
は
、
「 

テ
ン
ミ
リ
オ
ン
予
定
地

に
な
っ
て
い
る
」と
の
理
由
で
不
採
択
。
後
者
は

「 

公
園
は
狭
す
ぎ
認
可
保
育
園
は
無
理
」「 

公

園
の
一
部
を
保
育
園
に
充
て
る
の
は
賛
成
し
か

ね
る
」「 

具
体
的
な
地
名
が
入
っ
て
い
る
と
、
地

域
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
招
き
か
ね
な
い
」な
ど
の
理

由
で
不
採
択
で
す
。 

外環本線・地上部街路情報 

上 

芦
花
中
立
ち
入
り
禁
止
表
示 

 

下
「 

会
え
た
わ
～
」太
陽
光
電
池
で
夜
も
目
立
つ
。
合
流
所 

伸びチジミ、湾曲に堪えるポリエステルガス管→ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

運
営
委
員
を
募
集
し
ま
す
。 

あ
な
た
の
一
芸
を
地
域
の
た
め
に
活
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

味
噌
が
作
れ
る
。
ぬ
か
漬
け
は
プ
ロ
級
。
歌
や
楽

器
演
奏
が
好
き
。
パ
ソ
コ
ン
が
得
意
。
こ
の
街
の
情

報
な
ら
ま
か
せ
て
。
編
み
物
や
手
芸
が
得
意
。
虫

や
草
木
に
詳
し
い
。
子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
テ
ク
ニ

シ
ャ
ン
。
将
棋
・ボ
ー
ド
な
ど
ゲ
ー
ム
巧
者
。
本
が
好

き
。
小
学
生
の
宿
題
ぐ
ら
い
な
ら
み
ら
れ
る
。
保

育
士
等
の
経
験
が
あ
る
。
餅
つ
き
が
し
た
い
。
歴
史

好
き
。
ア
ジ
ア
に
興
味
が
深
い
。
落
語
が
好
き
。
地

域
問
題
・防
災
に
興
味
あ
り
。
人
付
き
合
い
が
好

き
。
暇
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
な
の
で
何
か
し
た
い
…
な
ど

な
ど
。 

 

政
治
・宗
教
・営
利
に
関
わ
る
こ
と
以
外
な
ら
、

き
っ
か
け
は
あ
な
た
次
第
。
こ
の
施
設
を
活
か
す
ア

イ
デ
ア
を
お
持
ち
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

九
浦
の
家
窓
口
か
、21-4141

ま
で
。 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

東
町
ニ
ュ
ー
ス 

 

◎
卒
業
を
控
え
、
三
月
８
日
本
宿
小
吹
奏
楽
ス
プ

リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
。
退
団
式
で
６
年
生
を
送
る

４
・
５
年
生
の
演
奏
に
は
、
三
中
生
４
人
が
応
援
に

駆
け
付
け
、
素
晴
ら
し
い
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
マ
ー
チ

で
送
り
だ
す
。
四
小
は
15
日
お
別
れ
コ
ン
サ
ー
ト
。 

◎
新
装
三
浦
屋
、
珈
琲
屋
と
ラ
ウ
ン
ジ
が
で
き
、

一
休
み
で
き
ま
す
。
パ
ン
や
総
菜
コ
ー
ナ
ー
も
充

実
。
時
に
は
ま
ち
に
出
て
み
ま
せ
ん
か
。 

◎
二
月
６
日
、
一
丁
目
末
日
聖
徒
教
会
前
道
路

を
、
白
昼
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
横
切
る
。 

◎
二
月

20
日
、
本
田
北
公
園
で
、
小
型
猛
禽
類

ツ
ミ
が
ヒ
ヨ
ド
リ
を
狩
る
姿
が
目
撃
さ
れ
る
。
鳴
き

声
は
宮
本
小
路
公
園
で
秋
に
確
認
。
鳩
よ
り
大
型

な
ツ
ミ
で
も
、
ヒ
ヨ
ド
リ
は
大
き
な
獲
物
、
足
で
押

さ
え
誇
ら
し
げ
な
様
子
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

◎
二
月
１
日
昼
過
ぎ
に
、
大
き
な
虹
だ
っ
た
ん
だ

よ
、
と
一
年
生
二
人
の
話
で
し
た
。 

◎
二
月
９
日
朝
か
ら
雪
舞
う
。  

◎
二
月

17
日
、
昨
年
よ
り
３
日
遅
れ
で
春
一

番
。
ガ
ラ
ス
戸
の
裾
に
土
が
た
ま
る
春
の
赤
風
が
ひ

と
し
き
り
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
翌
夜
２
度
目
の
雪
。 

◎
二
月
、
う
ぐ
い
す
小
路
東
隣
ア
パ
ー
ト
解
体
工

事
。
和
服
リ
サ
イ
ク
ル
「
お
も
し
ろ
屋
」
閉
店
は
、
こ

の
工
事
の
た
め
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
再
開
を
期
待
。 

◎
二
月
７
日
、
宮
本
小
路
と
東
十
一
小
路
の
交

通
量
調
査
を
武
蔵
野
市
が
実
施
。
７
時
～

19
時

の
通
過
数
と
速
度
で
す
。
自
転
車
数
も
調
査
。  

◎
東
町
駐
在
筋
向
い
、
宮
本
小
路
側
に
、
女
性
専

門
の
ヨ
ガ
教
室
開
設
の
看
板
。 

◎
一
月

10
日
午
後
、
第
四
小
学
校
校
庭
で
、
恒

例
ど
ん
ど
焼
き
。
好
天
に

煙
は
高
く
。
も
ち
ろ
ん,

お
汁
粉
振
る
舞
い
も
。 
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吉祥寺東コミュニティ協議会 
● 武蔵野市吉祥寺東町  

 １－１２－６ 
吉祥寺東コミュニティ  
センター（九浦の家）  

●電話０４２２－２１－４１４１ 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ◎皆さんのご参加をお待ちしています。 
 

吉祥寺東コミュニティ協議会（九浦の家） 
平成２９年度 住民総会 

 4月15日（土）九浦の家ホール 
 

  第1部 講演  13時～13時55分 

 NPOモンキーマジック 小林 幸一郎さん 

         （九浦の家だより114号 東町の人） 

 「見えない壁だって越えられる」 

 

  第2部 住民総会 14時05分  

 

        28年度事業報告・決算報告 

         29年度事業計画案・予算案 

       29年度運営委員承認 

  

◆
東
部
福
祉
の
会
総
会 

 
 

  

四
月
21
日

14
時  

本
町
コ
ミ
セ
ン 

 

◆
青
少
協
本
宿
地
区
総
会 

 

四
月
22
日
10
時
～ 

本
宿
小
会
議
室 

 

◆
つ
ど
い
東
町
の
昭
和
史 

四
月
22
日
14
時
～ 

 
 

樫
の
実
幼
稚
園
が
で
き
た
こ
ろ
の
四
丁
目 

 
 

 
 

 

樫
葉
和
英 

樫
の
実
幼
稚
園
園
長 
 

◆
東
部
防
災
会
総
会 

五
月

14
日
14
時
～ 

 
 

 
 

 
 

 
 

本
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 

◆
吉
祥
寺
東
落
語
会 

五
月

30
日

14
時
～ 

 予告 


